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１．はじめに　
陸水の水質組成は地質や周辺環境との関係が深く、特に島嶼の場合は、海塩の影響も考慮する必要がある。本研究で

は、五島列島の宇久島・小値賀島・中通島・若松島・奈留島・久賀島・福江島を主たる研究対象として各島の水環境の現
状を明らかにし、各小流域における物質循環を比較し考察したものである。
２．地域概要　
五島列島は九州の最西端に位置し、北東側から南西側に約 80kmに渡って 11の有人島と 52の無人島で構成される。人

口は約 7万人、総面積は 420.87km2 である。海食崖や溺れ谷など多様な海岸景観が見られ、地質については主に五島層
群と呼ばれる新第三紀中新世に堆積した砂岩、泥岩及び溶質凝灰岩などで構成されている。
３．調査方法
五島列島における河川・沢水・地下水・貯水池の現地水文観測を 2014年 5月 3日-5日に 82地点と、8月 27日-31日に

179地点の 2回行った。観測項目は気温、水温、電気伝導度、pH、R-pHである。また、採水サンプルについて島津製作所
社製 TOC-Vによる全有機炭素の測定と同社製のイオンクロマトグラフィーを使用した主要溶存成分の分析を行なった。
４．結果・考察
電気伝導度の値は塩水遡上を受けたとされる河口域の地点以外では 200µS/cm前後を示した。それに対して宇久島や小

値賀島の農業用貯水池や田畑付近の河川、福江島の牧場付近の河川では電気伝導度は 300µS/cm以上を示し、全有機炭素
に関しては 4～6mg/Lの比較的高い値を示した。全体的な値はに 5月よりも 8月の方が低く、夏季の降水による希釈の影
響を受けていることが考えられる。また、主要溶存成分の分析結果から全体的に河川は一部を除きNa-Cl型であり、風送
塩の影響を受けていることがわかる。井戸などの地下水では Ca-HCO3 型を示し、循環型の水であることが示唆される。
５．おわりに
これまでの研究で、島や流域の地質・土地条件などの環境の違いと水質との関係をある程度明らかにすることができた。

今後は、代表的な流域を選定した上でより詳細な現地調査を行い、流域環境と物質循環の関係について考察を深めたい。
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